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はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点を踏まえた 改善内容又は改善目標

①利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切であるか 〇

ボードゲーム等で遊ぶエリア、ボールなど体
を動かして遊べるエリアを分けている、机の
配置を活動しやすいように配置する等、構造
化を図っている。

エリアごとに遊ぶ児童の人数に合わせて、適
宜、机の配置を変えて安全の確保を行う。

②職員の配置数は適切であるか 〇
定員に対し、基準人員、専門職員を配置し、
適正に配置しています。また、各業務ごとに
リーダーを立てて、作業分担している。

利用者の人数や人の出入りがある時間帯で
は、誰が何を対応するか、スタッフ間で情報
共有して安全配慮している。

③事業所の設備について、バリアフリー化の配慮が適切になされているか 〇
教室内では、段差をなくし、バリアフリー化を
行っている。

設備玄関外のドアストッパーや、トイレの段差
などがあり、高低差を緩やかにする、スロー
プ等の設置があると、よりバリアフリーにな
る。

④業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）に、広

く職員が参画しているか
〇

毎月の教室会議で、改善点などを話し合い、
翌月に報告をし、継続をするか、変更をする
か等を話しあったり、各業務ごとにリーダーを
立てたりと、作業分担している。

当日出勤ではない職員に対し、漏れなく情報
共有ができるよう、議事録等で共有を行う。

⑤保護者等向け評価表（アンケート）により、保護者等に対して事業所の

評価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改善につなげ

ているか

〇
保護者アンケートを実施し、結果を共有し、
職員間で話しあい、可能な限りの改善に努め
ている。

保護者の意見をいただく機会として、意見箱
を設置した。

⑥事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏まえ、事業所と

して自己評価を行うとともにその結果による支援の質の評価及び改善の内

容を事業所の会報やホームページ等で公開しているか

〇

保護者アンケートで得たご意見を参考に、衛
生面や支援の観点から、対策を打ち立てた
り、芝浦教室ホームページにて公開してい
る。

引き続き、ホームページ等で公開し、質の向
上を図ります。

⑦第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか 〇
第三者による外部評価実施に向け、競技中
である。

第三者評価委員会の設置をする等の課題が
ある。

⑧職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保しているか 〇

月に1度の頻度で各スタッフが勉強会を行
い、知識のインプット/アウトプットができるよ
うに工夫しています。また、本社主宰の集合
研修への参加をし、ケース検討を行ってい
る。

当日出勤ではない職員に対し、勉強会の資
料の共有を行う。外部研修の参加の機会が
あれば情報共有を行い、参加できるようにし
ていく。

⑨アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に

分析した上で、児童発達支援計画等を作成しているか
〇

個別支援計画の更新の際には、ケース会議
を開き一人の職員の意見ではなく、教室の職
員の一人ひとりの意見も共有して、発達段階
に応じた支援計画を作成するように努めてい
る。

職員間で見立ての差が出ないよう、ケース会
議以外でも、意見や情報の共有を行ってい
く。

⑩子供の適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツール

を使用しているか
〇

Vinelandに基づく項目を独自に開発し、簡易
的に行えるアセスメントツールとしての活用
や、WISC-Ⅳ等の発達検査等を用いて、アセ
スメントを行っている。

検査などを実施できる者、する者、活用でき
ていない者等、臨床経験上のむらがあるた
め、質の向上を図る工夫をする必要がある。

⑪活動プログラムの立案をチームで行っているか 〇
トレーニング内容を決める際には、職員間で
話し合い、方向性を話し合う時間を設けてい
る。

業務量の兼ね合いから、一人で立案する事
がある。授業前に、職員間で共有し、改善す
べき点を話し合うようにしていく。

⑫活動プログラムが固定化されないよう工夫しているか 〇

身体・学習・生活・社会性について、週間で
テーマに沿って、それぞれのスキルを向上さ
せるためのプログラムの立案を行っていま
す。また、日誌を見て、同じような活動が続か
ないようにしている。さらに、来所する生徒に
合わせてプログラムを提供、子どもの帰宅後
にチームで話し合いの時間を設けている。

イベントなど、他教室で行っているものを参考
にして取り入れたり、事業所間で職員の入れ
替わりなどを行い、他教室での取り組みを知
り、色々な視点を取り入れていく。

⑬平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ細やかに設定して支援して

いるか
〇

平日には、集団でのプログラム、休日には個
別プログラム、長期休暇には、平日の時間割
とは構成を変化させ、構造化を図ることなど
を行っている。

利用者の利用状況を考慮し、休日にも小集
団を取り入れる等、柔軟に運営していく。

⑭子供の状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて支援計画

を作成しているか
〇

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動
でのねらいに沿って、個別支援計画を具体的
な目標を定めて、作成している。また、来所
状況が変わった児童などは、今後の利用予
定も踏まえて、適宜目標を切り替えている。

利用者の利用状況の変化を察知し、保護者
の方と相談をして目標の再設定や利用方法
の提案を行っていく。

⑮支援開始前には職員間で必ず打ち合わせをし、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認しているか
〇

朝礼で役割分担を行い、授業考案後に授業
配置の打ち合わせを行っている。その日の子
どもへの付き方や、役割やねらいなどに沿っ
て話を進めている。

支援前の共有から、変更（欠席や、急遽参加
など）があった場合は、職員間で声を掛け、
連携していく必要がある。

⑯支援終了後には、職員間で必ず打ち合わせをし、その日行われた支援の

振り返りを行い気付いた点などを共有しているか
〇

支援終了後には、支援日誌を入力していま
すが、どんな様子だったかを話し合いなが
ら、記録を作成したり、毎日教室内で終礼と
ズームでの事業部全体で終礼を行い、情報
の共有を行っている。

当日出勤ではない職員に対し、漏れなく情報
共有ができるよう、支援日誌の備考欄に記録
として残し、出勤時に確認できるようにしてい
く。

⑰定期的にモニタリングを行い、支援計画の見直しの必要性を判断してい

るか
〇

3ヵ月～6か月に1度程度の頻度で支援計画
の見直しのために、教室内でケース検討をし
た後、面談を設定しています。

教室内でのケース検討の他、関係機関との
連携が必要な児童は適宜情報共有を行って
いく。

⑱ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わせて支援を行っているか 〇
平日は集団、土日は個別やイベント等と内容
を変えていたり、余暇活動や自習時間を設け
る等、複数組み合わせて支援を行っている。

利用者の利用状況によって、平日にイベント
を行ったり、休日に集団を行うなど柔軟に運
営していけるようにする。

⑲障害児通所支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通

した最もふさわしい者が参画しているか
〇

サービス担当者会議には、担当の指導員の
出席や児童発達支援官営責任者が参加し、
適宜会議を行っている。

担当者は固定にせず、児童の状態によって
は担当者の変更等も教室内で話し合って決
めていく。

⑳学校との情報共有、連絡調整を適切に行っているか 〇
保護者からのご要望に際して、学校との情報
共有を図ったり、連絡調整を行っている。

学校公開等がある際は、担当者が見学にい
けるよう、スケジュールの調整を行っていく。

㉑医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合は、子どもの主治医等と連

絡体制を整えているか
〇 提携医療機関を設定している。

日常的に提携医療機関と連携できているわ
けではないが、保護者から情報を得ているた
め、日常の中でも医療的ケアのある児童に
対して、情報の共有を図ることが課題であ
る。
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㉒就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事

業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか
〇

中野ルームの利用者の体験利用時の活動
の内容の設定をする際などに、情報共有をし
ている。

就学前に利用していた一部の事業所の保育
所や幼稚園等との情報共有はされている
が、一部となっていたり、日常的な情報の共
有はなされていないため、課題の一つと考え
ている。

㉓学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所から障害福祉サービス事業

所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している

か

〇
卒業後も利用者の方と教室が連絡を取れる
よう、連絡先等の書類を5年間保管をしてい
る。

現在のところ、移行するケースはありません
が、必要に応じて、支援内容を共有させてい
ただければ幸いです。

㉔児童発達支援センターや発達障害者支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けているか
〇

児童相談支援センターと連携していたり、関
係者会議をケアサポート芝浦と合同で行って
いる。また、東京都福祉保健財団等の主催
する研修などを受けいる。

外部研修がどの職員も受けられるよう、情報
共有やスケジュールの調整ができるような環
境が必要である。

㉕放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のない子どもと活動する機

会があるか
〇

個人情報保護の観点や新型コロナウィルス
感染予防の為、行えていない。

今後、実施可能になった際に連携ができる施
設があるか情報収集をしておく必要がある。

㉖協議会等へ積極的に参加しているか 〇
現在参加できていない為、参加に向けて検討
していく。

協議会の主催する研修などに参加すること
が課題である。

㉗日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題

について共通理解を持っているか
〇

日々の様子を電話でお伝えしたり、迎えに来
た保護者の方へ直接、その日の様子を伝え
る中で、必要な支援なども時として伝えさせ
て頂いている。

お電話が繋がりにくい利用者の方には連絡
手段の提案や、関係機関との連携を図る必
要がある。

㉘保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家族支援プログ

ラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っているか
〇

必要に応じて、適宜電話や面談等で行うこと
はしている。

現状、ペアレントトレーニングを一つのサービ
スとしては行えておりませんので、ペアレント
トレーニング等の支援を行うことが課題の一
つです。

㉙運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか 〇
契約をする際に、運営規定や利用者負担に
ついては、ご説明をさせていただいている。

説明後に、不明な点がないか適宜確認等を
行っていく。

㉚定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必

要な助言と支援を行っているか
〇

電話でのご相談や保護者面談にて、適宜話
をお伺いし、必要な助言を行い、支援の方向
性を検討している。

電話や面談等での相談事項を職員が把握で
きるよう、日誌備考欄や面談記録に記録とし
て残していく。

㉛父母の会の活動を支援したり、保護者会等を 開催する等により、保護

者同士の連携を支援しているか
〇

以前は保護者の方もご参加頂けるイベントを
実施し、保護者同士の交流の場を設けてい
た。

以前は行っていましたが、コロナでの影響も
あり、実施できていないのが現状です。オン
ラインでの集まりの機会を持つなどの改善す
べき点とも考えます。

㉜父母の会の活動を支援したり、保護者会等を 開催する等により、保護

者同士の連携を支援しているか
〇

以前は保護者の方もご参加頂けるイベントを
実施し、保護者同士の交流の場を設けてい
た。

個人情報の観点から保護者同士の連携を後
押ししてはいません。個人情報に配慮しつ
つ、保護者同士が必要な情報を共有できる
機会を持つ事は課題の1つだと考えます。

㉝子どもや保護者からの苦情について、 対応の体制を整備するととも

に、子どもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速 かつ適切に対応

しているか

〇

苦情があった際には、その日のうちに相談・
共有・対策を考えて行っている。また、苦情受
付窓口や苦情解決責任者を設置し、フローを
定めて、対応の体制の整備を図っておりま
す。

当日出勤ではない職員に対し、情報共有を
行い、再発防止に努める必要がある。

㉞定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子

どもや保護者に対 して発信しているか
〇

月に1度程度の頻度で通信を作成し、お便り
として、行事などの情報を提供している。ま
た、毎月の短信送付等も行っている。

イベント案内や活動内容の報告を、利用者の
方に伝わりやすいように、文章・デザインなど
工夫していく。

㉟個人情報の取扱いに十分注意しているか 〇

名前があるものは施錠できる棚に入れ、個人
情報が漏洩しないように、名前の一部を消し
たものを書類として作成する等の工夫をして
いる。また、退勤時にチェックリストを用いて
個人情報が書庫にあるかチェックを行ってい
る。

外部の方の見学や研修で、教室に来所した
際には、個人情報の取り扱いについてお伝え
する必要がある。

㊱障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をし

ているか
〇

必要に応じて、マカトンサインなどを用いて、
意思の疎通や情報伝達のための配慮を行っ
ている。また、スケジュール表をわかりやすく
する、お知らせは書面で行い確認できるよう
にするなどを行っている。

保護者の方と情報伝達のしやすい連絡方法
の提案や、意見を頂けるようにしていく必要
がある。

㊲事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図って

いるか
〇

以前、関係機関の方もご参加頂けるイベント
を実施している。

個人情報の観点から地域住民に対しての事
業の運営は行っておりません。

㊳緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症 対応マニュアル等を

策定し、職員や保護者に周知しているか
〇

各マニュアルを策定し、玄関に保護者向け
ファイルを設置している。

保護者への周知は徹底されておりませんの
で、周知することが課題です。

㊴非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行って

いるか
〇

年に2回、9月と3月に消防計画に基づく、避
難訓練、防災訓練等の実施を行っている。今
年度は9月に津波や地震などのパターンを設
定し、行っている。

避難訓練の他、設備点検や防災グッツの点
検等を行っていく必要がある。

㊵虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をして

いるか
〇

東京都が開催する虐待防止の研修に参加を
したり、職員への研修を行っている。

研修以外にも、教室内で虐待にあたる行為
はないか意見交換ができるようにしていく。

㊶どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定

し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、 放課後等デ

イサービス計画に記載しているか

〇

要求の手段が自傷他害を行うお子様の場合
に、やむを得ず、面談室でのクールダウンを
図る等の、一時的な行動の制限を行う際に
は、どの児童に身体拘束の必要があるか教
室で検討し、保護者に説明をして同意を得る
ようにしている。個別支援計画にも記載し、そ
の時の相談時に保護者に説明を行っている。

職員間でどのような場合に身体拘束を行うか
などについて共通認識を持ち、身体拘束解除
に向けてどのような支援が必要かを検討して
いく。

㊷食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく対応がさ

れているか
〇

契約時にアレルギーについての情報をお聞
きしている。飲食イベントを行うときは、アレル
ギーを聞き、その物質を避けている。

一方で医師の指示書をいただくことは課題の
一つです。

㊸ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有しているか 〇
都度、ヒヤリハット報告書を作成し、事業所内
で共有を図っている。

事例集は作成していない。ヒヤリハット報告
書から事例集を作成することが課題です。


